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先月は新型コロナウイルスによる休園にご協力いただき、ありがとうございました。園内も感染対策をしっ

かりと行いながら、残り少ないたんぽぽ組での生活を子どもたちと関わっていこうと思っています。手紙作り

や LaQ 遊びが好きですが「じゃあ今日は部屋でゆっくり遊ぶ？」と聞くと「外も行きたい‼」と元気よく外

に飛び出していきます。戸外で存分に身体を動かし、室内でじっくりと遊びこみ、メリハリのある遊びの中で

さまざまな事を学んでいます。 

年末年始休みに家族や親戚と遊んだの

か、「トランプやりたい！」という子が急

に増えました。トランプを渡してしばらく

見守っていると「ババ抜きしよう」「スピ

ードって知ってる？」と子どもたちが次々

とゲームを提案していました。まだ子ども

たちだけではあやふやな部分もあります

が、基本的なルールは理解していて遊んで

いる姿に驚きました。 

保育園以外で遊んだことのあるゲームが

それぞれ違うことで「それも教えて！」と

いうやり取りに繋がっている様で、さまざ

まなルールで遊べるようになってきまし

た。トランプだけでなく、さまざまなゲー

ム等を用意して子どもたちが興味を持っ

て遊べる環境を整えていこうと思います。 

誰に書こうかな?? 
 子どもたちが手紙遊びを楽しんでいるの

でクラスに郵便ごっこのセットを設置しま

した。「手紙書いてもいいの？？」と子ども

たちは興味津々。手紙の書き方の見本を見な

がら差出人や宛名を書いたりメッセージや

絵を描いたりして遊んでいました。ポストに

投函する時は「無事に届きますように…」と

手を合わせてお願いする子もいました。集ま

った手紙は夕方に取り出し、その日の当番の

子たちがポーチに入れて各クラスへお届け。

クラスの友だちやゆり組やいちご組に書く

子、お友だちのお母さんに書いてくれた子な

ど思い思いの手紙を書いていました。遊びを

通して「文字を書いてみたい」「お返事を書

きたい」という興味や関心が出てくるように

遊びを拡げていこうと思います。 

こどもたちの決めたルール 
毎週木曜日に片付けをしてはその日の夕方にはもう作品だらけになっている飾り棚。 

片付け終わり直後は大量のパーツが入れ物に入っているので子どもたちが作りたい作品に必要なもの

をせっせと集めています。ある日タイヤをつけるパーツが無くなってしまい「クルマ作りたいのに足

りないよ～」と保育者のもとへ子どもがやってきました。「使いたい人がいるなら一人が沢山は使えな

いね、どうしようか？」と子どもたちに尋ねると「じゃあー、1 人 8 個まで！」「それじゃあ多いから

5 個にしない？」と話し合いがスタート。結果 5 個になり、使い過ぎている子がいると「それ 6 個に

なってるよ」等と教え合っていました。遊びのルールも子どもたちが作れるようになってきました。 

～保護者の皆様へ～ 

〇2 月に予定していたクラス懇談会は新型コロナウイルス感染拡大防止の為、中止とさせていただきます。 

〇休園期間中に個人面談予定だった方についても詳細が決まりましたら追ってご連絡いたします。 

トランプつかいたい！ 


